
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は

館
内
や
今
年
実
施
す
る

新
た
な
企
画
を
紹
介
！

特集

見学時間　午前９時30分～午後４時30分
入 館 料　無料
休 館 日　年末年始（12月29日～１月３日）
※駐車場・FreeWi-Fiも完備しています

住　所　柳町13-8
問合せ　☎55-3355

能
代
市
民
な
ら
一
度
は
訪
れ
た
い
！

木
都
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る

旧料亭金勇

杉山靖広 施設長に
お話を伺いました

　
皆
さ
ん
は
柳
町
の
一
画
に
た
た

ず
む
旧
料
亭
金
勇
を
訪
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

　
実
は
こ
の
金
勇
は
、
木
材
加
工

の
ま
ち
と
し
て
栄
え
、
今
も
そ
の

伝
統
が
息
づ
く
能
代
を
語
る
う
え

で
外
す
こ
と
の
で
き
な
い
と
て
も

重
要
な
建
造
物
な
ん
で
す
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
な
か
な
か
遠
出
が
で

き
な
い
こ
の
頃
で
す
が
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
一
度
は
金
勇
を
訪
れ
て
、

地
元
能
代
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い

て
見
つ
め
直
し
、
能
代
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
明
治
23
年
に
初
代
金
谷
勇
助
氏

が
料
亭
金
勇
を
創
業
。

　
木
都
能
代
を
象
徴
す
る
建
物
で
、

県
内
屈
指
の
料
亭
と
し
て
各
種
宴

会
や
接
待
、
婚
礼
な
ど
に
広
く
使

わ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
建
物
は
、

昭
和
12
年
２
代
目
金
谷
勇
助
氏
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
そ
の
後
平
成

10
年
10
月
26
日
に
国
登
録
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
８
月
末
に
閉
店
し
ま

し
た
が
、
国
の
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
た
建
物
は
天
然
秋
田
杉
が

十
分
生
か
さ
れ
、
同
様
に
再
建
築

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
重
要
な

も
の
で
あ
る
こ
と
、
木
都
能
代
の

発
信
基
地
を
担
え
る
建
物
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
翌
年
の
平
成
21
年
に

市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
か
ら
11
年
、
木
都
能
代
の

歴
史
や
文
化
を
今
に
、
そ
し
て
将

来
に
わ
た
っ
て
市
内
外
に
発
信
す

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
運
営
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

旧
料
亭
金
勇
の
歩
み

旧
料
亭
金
勇
の
歩
み

金勇の魅力とこれから

　何といっても、上質な天然秋田杉をふ
んだんに使用しているところが魅力です
ね。
　細部まで工夫を凝らし、建設当時の最
先端の技術を駆使して造られたことが建
物からうかがえ、木材加工で栄えた「木
都」の様子を現代に留め私たちに伝えて
くれる歴史的建造物だと思います。
　また、金勇が持つ上品で静かな和の雰
囲気は、私たちに非日常の空間とゆった
りとしたひと時を与えてくれます。
　まずは能代に住む皆さんに一度は訪れ
ていただき、金勇の良さを体感してほし
い。そして、木都の歴史や文化を引き継
いできたこの場所が、木都の今とこれか
らを考えるきっかけになるようにしたい。
そんな思いでこれからもさまざまな企画
を立ち上げ、皆さんに親しまれる場所に
していきたいです。
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次
ペ
ー
ジ
か
ら
は

館
内
や
今
年
実
施
す
る

新
た
な
企
画
を
紹
介
！

特集

見学時間　午前９時30分～午後４時30分
入 館 料　無料
休 館 日　年末年始（12月29日～１月３日）
※駐車場・FreeWi-Fiも完備しています

住　所　柳町13-8
問合せ　☎55-3355

能
代
市
民
な
ら
一
度
は
訪
れ
た
い
！

木
都
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る

旧料亭金勇

杉山靖広 施設長に
お話を伺いました

　
皆
さ
ん
は
柳
町
の
一
画
に
た
た

ず
む
旧
料
亭
金
勇
を
訪
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

　
実
は
こ
の
金
勇
は
、
木
材
加
工

の
ま
ち
と
し
て
栄
え
、
今
も
そ
の

伝
統
が
息
づ
く
能
代
を
語
る
う
え

で
外
す
こ
と
の
で
き
な
い
と
て
も

重
要
な
建
造
物
な
ん
で
す
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
な
か
な
か
遠
出
が
で

き
な
い
こ
の
頃
で
す
が
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
一
度
は
金
勇
を
訪
れ
て
、

地
元
能
代
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い

て
見
つ
め
直
し
、
能
代
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
明
治
23
年
に
初
代
金
谷
勇
助
氏

が
料
亭
金
勇
を
創
業
。

　
木
都
能
代
を
象
徴
す
る
建
物
で
、

県
内
屈
指
の
料
亭
と
し
て
各
種
宴

会
や
接
待
、
婚
礼
な
ど
に
広
く
使

わ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
建
物
は
、

昭
和
12
年
２
代
目
金
谷
勇
助
氏
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
そ
の
後
平
成

10
年
10
月
26
日
に
国
登
録
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
８
月
末
に
閉
店
し
ま

し
た
が
、
国
の
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
た
建
物
は
天
然
秋
田
杉
が

十
分
生
か
さ
れ
、
同
様
に
再
建
築

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
重
要
な

も
の
で
あ
る
こ
と
、
木
都
能
代
の

発
信
基
地
を
担
え
る
建
物
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
翌
年
の
平
成
21
年
に

市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
か
ら
11
年
、
木
都
能
代
の

歴
史
や
文
化
を
今
に
、
そ
し
て
将

来
に
わ
た
っ
て
市
内
外
に
発
信
す

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
運
営
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

旧
料
亭
金
勇
の
歩
み

旧
料
亭
金
勇
の
歩
み

金勇の魅力とこれから

　何といっても、上質な天然秋田杉をふ
んだんに使用しているところが魅力です
ね。
　細部まで工夫を凝らし、建設当時の最
先端の技術を駆使して造られたことが建
物からうかがえ、木材加工で栄えた「木
都」の様子を現代に留め私たちに伝えて
くれる歴史的建造物だと思います。
　また、金勇が持つ上品で静かな和の雰
囲気は、私たちに非日常の空間とゆった
りとしたひと時を与えてくれます。
　まずは能代に住む皆さんに一度は訪れ
ていただき、金勇の良さを体感してほし
い。そして、木都の歴史や文化を引き継
いできたこの場所が、木都の今とこれか
らを考えるきっかけになるようにしたい。
そんな思いでこれからもさまざまな企画
を立ち上げ、皆さんに親しまれる場所に
していきたいです。
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